
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導は軸をぶらさず毅然とした態度で行いますが、それは、子供の

将来を見据えた教師としての「優しさに基づく厳しさ」です。どんな小さ

なことでも、できることは怠けさせない指導を大切にすることが、その結

果、集団としての機能アップにつながっていくことを学びました。グルー

プワークでは、「生徒指導における生徒理解の深め方」に関し、いかにし

て真の子どもの姿を捉えるかについて議論を行いました。子どものマイナ

ス面でなくプラス面に注目することや、感性を研ぎ澄まして子どもの表情

を読み取ることの重要性を実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学教師教育開発センター講座 

2015 年度 第 6 回講座テーマ        

  

「「  市市立立学学校校とと生生徒徒指指導導  」」  

～～  現現場場かかららのの問問題題提提起起  ～～  

  

倉倉敷敷市市立立倉倉敷敷第第一一中中学学校校教教頭頭  樫樫田田  健健志志  先先生生  

  

  

 

11//1133  ((水水））  

1133::3300～～  

教師力を身につけよう！ 


